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　城下町新発田会の皆様にはご健勝でお過ごしのことと拝察いたします。
　さて、ここ３年余は、世界中がコロナ禍で翻弄されてまいりました。しかし、
現在は「コロナとの共存」の局面となり、感染者の発生はあるものの、ワクチン
接種も進んできており、重症化リスクが減少してきました。引き続き、感染防止
対策は継続するものの、経済を発展させていく方向で少しずつ休止していた活動
が再開してまいりました。
　城下町新発田会におきましても、「設立２０周年記念」の事業をすでに１年先延
ばしにしておりますが、令和５年からは段階的に通常の活動に戻してまいりたい
と考えております。
　来年の１月 15日の新年祝賀会を皮切りに、春にはふるさと訪問を予定してい
ます。その時には環境が整い、多くの会員の皆様に参加いただけますことを願っ
ております。
　また、活動の休止が相次ぎましたので、念願である新規入会者の勧誘もできない状況でした。将来を担っ
ていただく会員の拡大を課題として取り組んでまいりますので、さらなるご協力をお願い申し上げます。
なお、会員の皆様の連携を強化するため、コロナの中での近況をお寄せいただきました。本会報で掲載し
ていますので、お読みいただければ幸いです。

日時：令和 5年 1月 15 日（日）12 時開会　受付は 11時 30 分から
場所：東天紅上野本店（台東区池之端 1-4-1　電話：03-3828-5111）
会費：12,000 円（年会費：3,000 円、懇親会費：9,000 円）

新発田会 検 索

城下町新発田会
会長 小野 悦男

ご挨拶
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　城下町新発田会の第22回新年会を3年ぶりで開催いたします。ウイルス対策は万全を期します。
久々の懇親会ですので、多くの方の出席をお待ちしています。

城下町新発田会第 22回新年会のご案内

※なお、案内・出欠のはがきは改めてお送りいたします



　城下町新発田会のみなさん、お元気でお過ごしですか。コロナ禍で行動規制を課せられる状況下、釣りでストレス
解消。浦安は山本周五郎の青べか物語に登場する『釣り宿吉野屋』さんで、東京湾で鯵・ヤリイカ・ショウサイ河豚や、
虎河豚・マダコ・白ギスにハゼなど、多くの魚種の釣りをして楽しんでいます。　浦安市・秋葉要（山崎出身）

　いつも暖かいご配慮有難うございます。実りの秋、季節の果物が店先に並んでおり、食いしん
坊の私、コロナのせい⁉ 体型も変わりましたが、ニッコリ口の中へ。戦争も加速している今、生
命を大切に考え、平和な日々を私も祈ります。 江戸川区・秋葉勝子（西蓑口）

　しばたミュージアム設立市民会議では郷土の歴史文化を語る会を始めました。集落を巡り皆さ
んと郷土の魅力を発見できる事はとても嬉しい事です新発田の集落は宝の山です。来週からは新
井田と蔵光です。 新発田市・板倉敏郎（大手町）

　今年の 9月４日で満 84 歳になりました。まだ気は確かのつもりでも、忘れっぽくなったなと
自覚しています。持病の腰痛のため長時間歩くことは困難となってきました。　

八千代市・井上謙次（板山）

　今日は。皆さんお元気ですか。コロナで中々出歩くのも、大変な世の中になりましたね。何か工夫して
ますか。引っ込むのも人生、出歩くのも人生。遠くに出なくとも、身近にいくらでも楽しめる場所が有り
ました。町会ボランティアです。お陰で、楽しく過ごしています。 ふじみ野市・岩村英輔（桑ノ口）

　五月に母を看取り、コロナ禍でしたが新発田の菩提寺への納骨や相続手続きもすべて無事に終
え、ようやく子の義務は果たせたと安堵しています。今は、介護生活から解放されて、近くの旅
行を楽しんでいます。　 上尾市・大山康一（本町）

　お疲れ様です。コロナ禍で生活様式がガラリと変わり、特に人が集まる行事が出来なくなって
しまいました。幹事の方々のご苦労はお察し申し上げますが、日常に戻るまでしばらく我慢の日々
を送りましょう。　 目黒区・小川富由（外ヶ輪裏）
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　今年は、5月 28日に総会を開催することができましたが、その後
コロナの感染が拡大したため、予定していた “ふるさと訪問 ”などの
行事はすべて延期になってしまいました。そこで、会員のみなさん
の近況を寄せていただきました。

近況報告
（50 音順・敬称略）
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　縁あって、熊谷市でミニコミ紙を作っています。3年が過ぎ、往復 4時間の通勤にも慣れ、若
い社員相手に負けずに努める毎日です。コロナ禍でイベントの中止が相次ぎ紙面づくりに苦戦し
た時もありましたが、今は徐々に回復してきました。　 所沢市・小野悦男（上羽津）

　会員の皆様お元気ですか。千葉習志野の大地で家庭菜園を作っております。約２１０坪の土地
に（40 ～ 50 種類の野菜）新型コロナに負けない元気野菜を作っています。明年度はうさぎ年。
飛躍の年に東天紅で会いましょう。　 習志野市・倉嶋弘（上大友）

　金木犀の香りが漂い、富士山の初冠雪が報じられ本格的な秋の訪れを感じる様になりました。
3年ぶりに宮古木の実家の墓参りに日帰りで帰ってきました。周りが変わってましたね。早く元
のマスクのない生活に戻りたいです。 甲府市・近藤文夫（上車野）

　いつも会報等ありがとうございます。小生達もわずかながら 1年に 1回を同期会と皆様とお会
い出来ることを楽しんでおりましたが、数か月と思っておりました。4か年近くなり年で自由が
きかなくなります。来年の元気で再会楽しみにしております。　 港区・近藤義雄（上車野）

　今年7回目の年男。ボケ防止にと思い携帯を老人向けスマホに買替え「ドコモスマホ教室」に通っ
たが、うたい文句のように「らくらく」は使いこなせないネ。しかし、「継続は力」。今日もテキ
ストを脇に根気よく指タッチをしています。　 松戸市・齋藤隆（城北町）

　馬齢をかさね、91 歳になりました。体のパーツがいたみだし、今年６月に亀田病院で脊椎管狭
窄症の手術をして、おかげさまで元気になりました。今は東京新潟県人会で長老と云われ、チョ
ロチョロしています。 千葉市・齋藤常夫（岡屋敷）

　新型コロナウイルスの最近の情報によると、感染者の後遺症が重いことが、報道されており、
まず感染しないことが大切であり、手洗い・マスク等基本的な感染対策を忘れることなく実施す
ることが、肝要と思います。　 館山市・辰野誠（幸町）

　コロナ感染予防のため、出不精になりました。この間、つい体を鍛える重要性を身に沁みました。
少しでも体を動かし体力増強に努めている今日です。無事感染することなく過ごせていることに
感謝し、新年会でお会いできる日を楽しみにしております。　 鶴ヶ島市・築井誠一（田貝）
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　９月 22 日、市役所を尋ね、竹前課長補佐、吉田係長、井上主事に迎えられ、来春ふるさと訪
問計画予定、蔵春閣、城址公園の桜見学他、会の 20 周年の冊子と記念品などの件相談。嬉しい
返事を楽しみに待っています。　 練馬区・築井松治（宮古木）

　9月 15 日、すばらしい出会いがあった。趣味の会に美しい婦人が入会。昔、筋向いに住んでお
られた俳優の娘さんだ。「私、新潟県の新発田生まれです。」と自己紹介。あまりの偶然に仰天。
こんなことって、あるんですねえ。　 世田谷区・中島範子（新道）

　東京に戻ってきて２年が経ちました。相変わらず仕事に忙殺されており、ゴルフに行く機会もめっ
きり少なくなりました。職場ではここ３か月でコロナ感染が増えており、未だ油断ならない状況です。
せめて来年の新年会は無事に開催できるよう祈っております。　 松戸市・長谷川敏文（諏訪町）

　今年 7月に古希を迎え、未だ現役を続けています。退職したら諸行事に参加したいと思ってい
ます。会費についてはふるさと納税のつもりで、ずーっと納めていこうと思っていますので、宜
しくお願いします。　 川越市・福田修二（館野小路）

　7月に 4回目のワクチン接種を受け、11 月にごく身内で主人の法要を行いました。少し寂しい
お参りでしたが、皆さんがそうなのだと思います。来年こそ故郷の方々と再会を‼「早よう一杯
やりってねー、旨んめろねー」　 世田谷区・前原惠子（上楠川）

　コロナ対応で専ら巣ごもり生活。残念ながら老化現象もやや進んだ感じです。昨年は不整脈の
疑いありで、心臓のカテーテル検査で、初の検査入院。異常なしで一安心。スポーツジムへは夕
方に、温泉つかりの生活です。 茅ヶ崎市・松田十郎（大栄町）

　錦秋の候、会員の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。まだまだコロナの感染が
続いておりますが、少しずつおさまりを見せているように思います。私もじっとがまんで外出を
控えています。また逢える日を楽しみに。　 鎌ヶ谷市・若月茂（小戸）

近況報告
（50 音順・敬称略）



　私が住んでいる海老名市あたりで、子供時代か
ら成人するまで育ち、源平合戦で大活躍し後年、
加地荘（現在の新発田市あたり）の地頭となり、
その子孫が中世の新発田を治めてきた佐々木盛綱
の縁がきっかけとなり、2021 年 11 月に新発田
市と海老名市が災害時の相互応援協定を締結しま
した。協定の締結式には当会の
小野会長も出席されました。こ
れについては会報 74 号に記載
されています。
　協定締結を契機として、両市
の交流が盛んになると良いと
思っていましたが、今年から、
海老名市の小学校の給食におい
て、月 1 回新発田のお米の提
供を始めました。更に来年は中
学校の給食においても、新発田
のお米が提供される予定と聞い
ています。海老名の子供たちが、
美味しい新発田のお米を食べて
育っていくことを、たいへん嬉
しく思います。
佐々木盛綱を有名にし、後世に
名を残した源平の戦いの「藤戸
の合戦」について書きたいと思
います。1184 年、場所は現在
の倉敷市藤戸、源氏と平家は藤
戸の海を挟み向かい合っていま
した。船を多く持ち、海に強い平家に対して、船
をもたない源氏は攻めることができません。平家
は「こちらに来てみよ」とはやし立てます。盛綱
は何とかして海を馬で渡りたいと考え、海のどこ
が浅瀬で馬に乗ったまま海を渡れるかを、地元の
漁夫から聴きだしました。盛綱は漁夫から浅瀬を

聴いたことが漏れることを恐れ、口封じのため漁
夫を殺してしまいます。盛綱は馬に乗ったまま、
家来６騎とともに海を渡り、平家と戦い藤戸の合
戦を勝利しました。漁夫の母は、盛綱を怨み「佐々
木憎けりゃ笹まで憎い」とあたりの笹を全部抜い
たと伝えられています。

　藤戸の合戦での功績が認め
られて、児島の領主となった
盛綱に対して、一人の老婆が
盛綱に亡き者にされた我が子
を返してくれ、と嘆き訴えま
す。盛綱はその母の嘆きを見て
哀れに思い、慰め、その亡き
漁夫のために、仏事を行うと、
やがてその漁夫の亡霊が現れ、
供養を受けたおかげで、恨み
も晴れて成仏できたと喜んで
消え失せるのでした。このお
話しは、謡曲「藤戸」に描か
れています。盛綱は藤戸寺に
おいて、源平両軍の戦没者と
漁夫の供養のために、大法要
を催しました。盛綱は加地荘
の地頭として、新発田に入っ
てから、加地城本丸（加治山）
の近くに藤戸を忘れないため
に藤戸神社を建立しました。
　また、藤戸の縁で新発田市

民有志が、倉敷市の盛綱ゆかりの地を訪問。倉敷
市の藤戸合戦保存振興会の方々が、武者行列で新
発田祭りのパレードに参加。倉敷市の有志が「藤
戸の浦物語」を七葉小学校、市民文化会館で上演
するなど、新発田市民と倉敷市民との交流も続い
ています。

「新発田市と海老名市（神奈川県）を結んだ佐々木盛綱」
里村　修平

寄 稿

海を渡る盛綱像　倉敷市盛綱橋

藤戸神社　新発田市東宮内
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産地直送でお米・新潟県産コシヒカリの
　　　　　　お取り寄せならおの米店へ

☎0254-25-2434
☎090-5197-8067

8：00 ～ 21：00美味しいお米を販売

◇ 10月半ばに 3年ぶりで新発
田に帰ってきました。コロナに

翻弄され帰らずにいましたが、墓参りが気掛かりでならず、
ようやくほっと落ち着いた感です。わが実家の墓は、雄大
な二王子岳をバックにした村の墓地にあります。ふるさと
の山は、ありがたきかな。
◇実家は農家ですが、現在の耕作面積はなんと25町歩と
広大。近所の田んぼを預かり耕作しているのですが、兄と
長男のたった2人で耕作できるのも土地改良と大型機械
のなせる業。最近は、苗を作っての田植えではなく、直接
田に種籾をまく直播（ちょくは）を増やしているとのこと。
種籾にストレスがかかり、少し大粒な米になるそうです。

　新発田駅から徒歩５分、諏訪神社に面した「王紋」
の酒蔵に隣接する「庭園カフェ　いちしま」（市島圀
子代表）。この庭園は、名門市島家の離れに作庭され、
苔と四季折々の植栽が美しい。庭園を眺めつつ、緩や
かに流れる時間の中で、カフェメニューや甘味、抹茶、
評判のカレーなどを賞味できる。庭園を引き立てる色
鮮やかな「佐渡の赤玉石」も妙味。来春には、向かい
に大きな大倉喜八郎翁の東京向島にあった別邸「蔵春
閣」の移築が完成し、新発田城の下屋敷である清水園、
諏訪神社と共に一帯が新たな観光拠点になる計画。

　手塚治虫、藤子不二雄など有名漫画家が過ごした「トキワ荘」アパー
ト（豊島区）。その住人のリーダー格で、「背番号０」「スポーツマン佐助」
などを描いた寺田ヒロオさん（1931 ～ 92 年）は、少年期から高校時
代までを新発田市で過ごした。９月には新発田市で記念切手が発行され
ている。（情報提供・山崎伸雄さん）

庭園カフェ  いちしま①賛助企業紹介

寺田ヒロオ記念切手発行

編集後記

OPICST トピックス
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